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テーマ：あなたも、この体の一部
聖書：民数記11章24～29節、コリントの信徒への手紙一12章14～26節


1．一人では担いきれない重荷
民数記11章で、モーセはイスラエルの民を一人で導くことに疲れ果てていました。民の不平を聞き、さまざまな問題を背負い続ける中で、モーセは神に「私一人では、この民全体を負うことはできません」と訴えます。神はその訴えに応え、七十人の長老を集めるよう命じられました。そして、モーセの上にあった霊を長老たちにも分かち与え、民の重荷を共に担わせました。
ここでの聖霊の働きは、特別な体験を与えるためだけのものではありません。共同体の重荷を、一人ではなく多くの人が共に担うために与えられています。教会でも、牧師や一部の役員、いつも同じ奉仕者に多くの働きが集中することがあります。しかし教会は、誰か一人の力によって支えられるものではありません。神は、それぞれの人に異なる働きを与え、共に担う共同体を形づくられます。

2．予想した場所を越えて働く神の霊
七十人の長老に霊が与えられたとき、エルダドとメダドという二人は、会見の幕屋には来ておらず、宿営に残っていました。なぜ二人が幕屋に来なかったのか、聖書には書かれていません。しかし、二人の上にも霊がとどまり、二人は宿営の中で預言し始めました。
この出来事を聞いたヨシュアは、モーセに「やめさせてほしい」と求めます。ヨシュアは、モーセの立場や共同体の秩序を守ろうとしたのでしょう。しかし、その熱心さは、神の霊の働きを自分たちの理解できる範囲に限ろうとするものでもありました。モーセは、二人の働きを脅威とは考えませんでした。そして言います。「主の民すべてが預言者となり、主がその霊を彼らの上に置かれればよいのに。」
神の霊は、私たちが考える場所や方法だけで働くとはかぎりません。教会の公式な活動の中だけでなく、私たちの目が届かない場所でも、人を生かし、支え、語らせておられます。大切なのは、制度や秩序を否定することではなく、神の働きを、私たちの制度や経験の中だけに限定して考えないことです。
問い：自分の慣れ親しんだ方法とは違うために、受け入れにくいと感じる事柄はあるでしょうか。

3．「私は体の一部ではない」
コリントの教会には、さまざまな賜物を持つ人がいました。しかし、その違いは互いを生かすものではなく、優劣を比べる材料になっていました。そこでパウロは、教会を人間の体にたとえます。
教会で私たちは、人と自分を比べてしまうことはないでしょうか。「あの人のように話せない」「あの人のような働きはできない」「信仰について立派なことを言えない」「以前のように教会へ通うことができなくなった」など。そのために、「自分は教会にとって必要ではない」と感じることがあるかもしれません。
しかしパウロは、足に手になることを求めません。耳に目になることも求めません。神は、一人ひとりを異なる部分として体の中に置かれたからです。自分が誰かと違うことは、体に属していない証拠ではありません。違う部分があるからこそ、体は体として生きることができます。

4．「お前は要らない」
パウロはまた、目が手に向かって、「お前は要らない」と言い、頭が足に向かって、「お前たちは要らない」と言うことはできない、と語ります。前の部分では、「私は体の一部ではない」という自己否定が問題になっていました。しかしここでは、「あなたは必要ない」という他者の排除が問題にされています。
教会では、誰かに直接「要らない」と言うことは滅多にないでしょう。しかし、いつも同じ人だけで物事を決めること、ある人の意見に耳を傾けないこと、あまり奉仕できない人を周辺に置いてしまうことによって、同じ意味を伝えてしまうことがあります。自分が教会に必要かどうかを、自分一人で決めることはできません。同じように、ほかの人が必要かどうかを、私たちが勝手に決めることもできません。神が私たち一人ひとりを教会の中に置かれているからです。

5．弱く見える部分こそ必要である
パウロは、体の中で弱く見える部分が「かえって必要」であると言います。ここで大切なのは、「どの人にも何か得意なことがある」という話ではないことです。パウロは、役に立つ能力を見つけられた人だけが必要だと言っているのではありません。病気のために奉仕できない人も、年齢を重ねて教会へ来られなくなった人も、言葉で信仰を表現することが難しい人も、キリストの体である教会の大切な一部です。
教会に属する理由は、何かができるからではありません。神がその人を、キリストの体に結び合わせておられます。「弱く見える」とは、その人自身に価値がないということではありません。周囲がその人を、弱い、役に立たない、重要ではないと見ているということです。
そして神は、人から軽く見られている部分にこそ、かえって大きな尊厳を与えられます。教会は、強い人が弱い人を一方的に助ける集団ではありません。すべての人が互いを必要とし、支えられながら生きる体です。

6．共に苦しみ、共に喜ぶ
パウロは、キリストの体について次のように語ります。「一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶ」。体の一部分が傷つけば、ほかの部分も影響を受けます。同じように、教会の誰かが苦しんでいるとき、その苦しみをその人だけの問題として切り離すことはできません。すぐに問題を解決できなくても、その人を体の外に置かず、苦しみに心を向けることができます。
また、誰かが認められ、尊ばれたときには、嫉妬するのではなく、共に喜ぶよう招かれています。教会が一つの体であることは、全員が同じ考えを持つことによってではなく、互いの苦しみと喜びを分かち合うことによって表されます。
問い：教会全体で共に心にかけた苦しみや、共に喜ぶ出来事は何かあったでしょうか。

7．私たちも、この体の一部
民数記では、神の霊がモーセ一人の上だけにとどまらず、多くの人へと分かち与えられました。さらに、予定された場所にいなかったエルダドとメダドにも、神の霊は働きました。第一コリントでは、異なる人々が神によって一つの体に組み合わされ、弱く見える部分こそ欠くことができないと語られています。どちらも、人間の狭い判断を越えて神が働かれることを示しています。
私たちは、自分に向かって「私はこの体の一部ではない」と言う必要はありません。そして、ほかの人に向かって「あなたは要らない」と言うこともできません。教会は、同じような人だけが集まることで一つになるのではありません。異なる者たちが、神の霊によって結ばれ、互いを必要とすることによって、キリストの体として生きていきます。私たちも、この体の一部です。そして、私たちの隣にいる人も、この体の一部です。
問い：私たちの教会が、誰もが「自分もこの体の一部だ」と感じられる共同体となるために、どのようなことを大切にできるでしょうか。
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